
 

（第２号様式）  
令和８年４月24日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立旭高等学校長  

令和８年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①カリキュラム・マネ
ジメントの視点から
魅力ある教育課程を
編成し、運用・改善
する。 

②ICT を利活用しなが
ら、授業改善に組織
的に取り組み、基礎
学力の定着を図り、
思考・判断・表現す
る力を伸長すること
で、主体的に活動で
きる人材を育成す
る。 

 

①新校の教育課程への円
滑な移行を目指す。 

①生徒の主体的な学びの
場面の充実を図り、新
校の目指す「探究する
力」の育成につなげ
る。 

②１人１台端末をはじめ
とするデジタル学習基
盤の更なる活用によ
り、生徒の主体的な学
びの伸長を図る。ま
た、年間を通じて組織
的に授業改善を推進す
ることで、教員の指導
力の向上を図る。 

①新校の教育課程につい
て全体で確認する場を
設け、次年度に向け教
科等が年間指導計画を
策定することができる
ようなタイムスケジュ
ールを組む。 

①現行の教育課程におい
て、生徒の主体的な学
びを促進させる指導法
の充実を狙いとした校
内研修を設定する。 

②１人１台端末と併せて
ロイロノートや電子黒
板の活用を促進し、個
と集団の活動の往還を
図る。授業改善におい
ては、重点課題別にグ
ループを編成し、通年
にわたり協議や互見を
重ねながら授業改善に
取り組む。 

 
 
 
 

①新校の教育課程につい
て、教科等が年間指導計
画を策定するために要す
る日程管理を確保・実施
することができたか。 

①②現行の教育課程におけ
る授業改善について、生
徒による授業評価アンケ
ートにおける関係項目に
ついて、８割以上の肯定
的な回答を得られたか。 

②授業の互見や協議に参加
することを通して、授業
改善に向け自身の知見が
広げられたという実感
を、８割以上の教員に得
させることができたか。 

     

２ 
 
生徒指導・支援 

①基本的な生活習慣の
確立を図るととも
に、社会の一員とし
て行動するための規
範意識を高める。 

②生徒１人ひとり個に
応じた支援の充実を
図る。 

③自己理解・他者理解
を深め、自他を尊重
できる人間関係を築
き、コミュニケーシ
ョン能力を育む。 

 
 

①自転車の交通ルールや
マナーをしっかりと理
解させ、命を大切にす
る行動がとれるよう、
教職員全体で取り組
む。 

②SC や SSW と教職員の連
携を密にし、生徒を速
やかに支えていけるシ
ステムを構築する。 

③自主自律の精神のも
と、生徒主体の行事運
営を行い、他者との違
いを理解し自他を尊重
できる人間関係を築
き、コミュニケーショ
ン能力を育む。 

③新校開校に向けて、更
なる部活動の活性化を
図る。 

①交通安全講話やスケア
ードストレイトの実
演、交通安全週間を設
定し、生徒に規範意識
を持たせる。 

②SC、SSW と教職員の連携
がスムーズに行われ、
支援を必要とする生徒
に、適切な支援が行え
るようにする。 

③生徒が主体となり、行
事の企画・運営を行
う。既存のことにとら
われず、新たなアイデ
アなどを考えられるよ
う、適切な助言・支援
を行う。 

③部活動の加入に向け
て、周知方法を工夫す
る。 

 
 
 
 
 

①自転車による交通事故や
「安全運転義務違反」に
よる近隣からの苦情の件
数が減少したか。 

②支援を必要とする生徒に
対して、保護者との協力
のもと、適切に支援する
ことができたか。 

③学校行事・生徒会活動・
ボランティア活動などの
生徒活動において、実施
後のアンケートで９割以
上の生徒が主体的、積極
的に取り組み、達成感・
満足感を実感できたか。 

③部活動加入率を 70％以
上にすることができた
か。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①10年後（AGE28）の
自分をイメージした
キャリア形成ができ
るように、３年間を
通したキャリア教育
実践計画に基づき、
キャリアデザイン能
力を身につけさせ
る。 

 

①教員・生徒双方にとっ
て扱いやすい仕組みを
整えることで、３年間
を見通した一貫性のあ
る支援を実現する。 

②希望進路の実現に向け
て組織的に歩みを進め
られる環境を学校全体
で提供する。 

①新システムの円滑な運
用に向け、全教職員対
象の活用研修を実施す
る。  

①生徒が系統的に自己分
析できる仕組みを定着
させる。  

②「総合的な探究の時
間」では、社会資源を
活用しながら、基礎か
ら発展的な手法を踏
み、「アウトプット」
を重視し、組織的に育
成する。 

②情報を視覚的に整理
し、適宜発信する。 

①教員研修を通じて、担任
が具体的な進路指導やキ
ャリア支援の手法を実践
できているか。  

①システムの活用により、
生徒が家庭学習の管理か
らテスト分析までを主体
的に行い、自己分析能力
の向上が見られたか。  

②「総合的な探究の時間」
において、探究プロセス
に生徒が達成感や満足感
を得られているか。 

②情報発信が適宜行えてい
るか。 

     

４ 地域等との協働 

①学校と地域の連携協
働の「現状と課題」
を把握し、改善を意
識した学校運営協議
会を運営する。 

②学校と地域の連携協
働の促進により地域
とともにある開かれ
た学校づくりを進
め、地域の中で生徒
の主体的な取組を支
援する。 

①学校運営協議会と各部
署の連携をより強化す
るため、情報共有や意
見交換を密に行い、
様々な取組の情報発信
をさらに充実させる。 

②地域との連携協働によ
り、生徒の主体的な取
組を推進し、さらなる
地域交流をめざす。 

①学校運営協議会の意見
や提言を活かす取組が
できるよう、各部署と
の連携を図る。また
「あさひだより」を紙
面での配布及び HP への
掲載をすることで学校
の情報を地域に広報す
る。 

②今までの交流を継続し
ながら、新たな地域交
流について模索する。 

 

①各部署と連携し、学校運
営に生かす具体的方策に
ついて集約し、実現でき
たか。 

②地域との連携協働によ
り、生徒の主体的な取組
を推進し、ビリーブやス
クールフェスティバルな
ど充実した地域交流がで
きたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①ICTを利活用した
様々な活動を支援す
るための教育環境を
整備する。また、ICT
利活用により業務の
効率化を図り、働き
方改革を実践する。 

②地域への情報発信を
迅速に行い、開かれ
た学校づくりを推進
する。 

 

①新校開設に向けて教育
施設および ICT を含め
教育環境の整備・充実
に努める。 

①締めくくりとなる 旭
高校ＰＴＡ活動をより
一層充実させる。 

①働き方改革の情報、電
子黒板や一人一台端末
などの ICT 活用、AI 活
用についての情報共有
を積極的に行う。 

②学校説明会やホームペ
ージ等さまざまなメデ
ィアの活用を一層強化
し、学校生活の様子を
発信する。 

②新校に向けて校名や制
服などの情報を適切に
発信する。 

②開かれた学校づくりを
推進するため、事故不
祥事を学校から出さな
いように環境を整備す
る。 

①ネット環境の改善や施
設の改修、備品購入の
ために利用状況の確
認、分析等の対応を速
やかに細やかに行う。 

①広報Gとも連携して地域
への働きかけをＰＴ
Ａ、生徒、協働して行
う。 

①TEAMS の掲示板や職員会
議等で情報共有を積極
的に行う。 

②生徒主体の学校説明会
の充実を図るため、回
数を増やして新校の情
報と魅力を中学生や保
護者に伝える。 

②動画配信等の宣伝媒体
を工夫する。新校に向
けて情報発信するため
学校案内を二度作成す
る。ホームページ上で
も新校情報を積極的に
更新していく。 

②不祥事防止について、
時期に応じて計画的に
行い、自分事として捉
えられる研修を実施す
る。 

①校舎内のどこにおいても
ICT を利活用した教育活
動を後支えすべく、ネッ
ト環境の改善、充実を図
ることができたか。 

①ＰＴＡクリーンアップや
地域貢献活動において、
より多くの人数の参加に
よる、より広範囲への対
応ができたか。 

①校務や授業等での電子黒
板や一人一台端末などの
ICT活用、AI活用などが
増加したか。 

②学校説明会の「学校紹
介・教育課程について」
などのアンケートで
90％以上の肯定的回答が
得られたか。 

②ホームページの更新を増
やし、新校の情報を適切
に発信できたか。 

②不祥事防止研修を毎月実
施し、時期に応じて発生
しやすい事案について自
分事として捉えられる内
容の研修を実施できた
か。 

     

 



 

 


